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2わたしの議会。

　平成 27 年度一般会計及び各特別会計歳入歳出決算認定ほか、
伊勢地域農業共済事務組合の解散に関する協議についてなど、
議案 10 件と発議６件、請願４件を審議しました。

9月
議会報告

　平成27年度の決算は、一般会計では実質収支が３億293万5000円の黒字となり、前年度の実質収支を
差し引いた単年度収支では7372万円の黒字となりました。
　また、特別会計では実質収支において国民健康保険事業で1215万5000円、介護保険事業で4083万
9000円の黒字となっており、５事業の合計で5702万8000円の黒字となりました。
　平成27年度における一般会計、特別会計の決算状況は下表のとおりです。

　　　　　区分

会計

歳入決算額 歳出決算額
歳入歳出
差 引 額

（形式収支）

翌年度へ
繰り越す
べき財源

実質収支 平成26年度
実質収支

平成27年度
単年度収支

Ａ Ｂ Ｃ（A-B） Ｄ Ｅ（C-D) Ｆ Ｇ（E-F）

一般会計 11,167,254 10,853,169 314,085 11,150 302,935 229,215 73,720

特
別
会
計

国民健康
保険事業 3,675,750 3,663,595 12,155 0 12,155 712 11,443

介護保険
事業 2,580,545 2,539,706 40,839 0 40,839 22,575 18,264

定期航路
事業 861,771 861,770 1 0 1 1 0

特定環境
保全公共
下水道事業

143,266 143,265 1 0 1 0 1

後期高齢者
医療 495,122 491,090 4,032 0 4,032 4,699 △ 667

小計 7,756,454 7,699,426 57,028 0 57,028 27,987 29,041
合計
（一般＋特別） 18,923,708 18,552,595 371,113 11,150 359,963 257,202 102,761

■歳入 ■歳出

23年度 11,608 11,007

24 年度 11,641 11,237

25 年度 11,141 10,656

26 年度 11,638 11,400

27 年度 11,167 10,8539,500

10,000

10,500

11,000

11,500

12,000

12,500

13,000

23年度 24年度 25年度 26年度 27年度

平成 27 年度　会計別決算状況

一般会計決算規模の推移

（単位：千円）

（単位：百万円）

平成27年度 決算の概要



3 わたしの議会。

　各常任委員会に７議案と４請願が付託されました。

・
議
案
質
疑
・

常任委員会報告

文教産業
委員会

　

審
査
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

（
議
案
第
22
号　

伊
勢
地
域
農
業
共

済
事
務
組
合
の
解
散
に
関
す
る
協
議

に
つ
い
て

議
案
第
23
号　

伊
勢
地
域
農
業
共
済

事
務
組
合
の
解
散
に
伴
う
財
産
処
分

に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

議
案
第
24
号　

伊
勢
地
域
農
業
共
済

事
務
組
合
規
約
の
変
更
に
関
す
る
協

議
に
つ
い
て
）

問�

こ
れ
ま
で
に
も
伊
勢
地
域
農
業
共

済
事
務
組
合
に
対
し
、
農
家
か

ら
様
々
な
相
談
が
あ
っ
た
と
思
う

が
、
組
織
が
県
内
一
本
化
さ
れ
る

と
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
す
る
恐
れ
は

無
い
の
か
。

答�

伊
勢
地
域
農
業
共
済
事
務
組
合

は
解
散
し
組
織
は
県
内
一
本
化
さ

れ
る
が
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
市

も
相
談
窓
口
と
な
る
の
で
問
題
は

な
い
。

（
所
管
事
務
調
査
「
景
観
と
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
調
和
に
つ
い
て
」
中

間
報
告
）

　

本
委
員
会
で
は
、
８
月
４
日
に
静

岡
県
富
士
宮
市
、
８
月
５
日
に
は
環

境
省
を
行
政
視
察
し
た
。
視
察
結
果

を
踏
ま
え
、
本
委
員
会
で
は
こ
れ
ま

で
の
振
り
返
り
と
、
今
後
の
方
向
性

に
つ
い
て
論
点
整
理
を
行
っ
た
。

　

現
段
階
で
委
員
の
多
数
は
、
本
市

の
景
観
を
守
る
観
点
か
ら
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
に
対
す
る
一
定
の

規
制
は
必
要
で
は
な
い
か
と
の
認
識

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
個
人
の
財
産

権
の
問
題
や
他
の
開
発
行
為
と
の
線

引
き
、
開
発
後
に
入
る
見
込
み
の
市

税
収
入
等
、
今
後
さ
ら
に
議
論
す
べ

き
問
題
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
近
日
中

に
学
識
経
験
者
を
参
考
人
招
致
す
る

こ
と
を
決
定
し
た
。

問�

自
主
財
源
の
創
出
は
。

答�

市
長　

遊
休
未
利
用
地
の
販
売
等
を

や
り
ま
し
た
が
、
一
番
大
き
か
っ
た

の
は
ふ
る
さ
と
納
税
で
す
。
導
入
し

た
平
成
20
年
度
は
13
件
１
８
５
万
円
。

い
ろ
い
ろ
工
夫
し
、
観
光
協
会
の

ノ
ウ
ハ
ウ
も
生
か
し
、
平
成
27
年

度
は
３
０
４
８
件
２
億
７
１
２
万

円
の
結
果
が
出
ま
し
た
。

問�

都
市
計
画
税
は
、
１
億
２
０
０
０
万
円

納
税
者
か
ら
集
め
て
支
出
し
た
の
は

２
８
０
０
万
円
。
本
来
は
９
２
０
０
万

円
残
っ
て
い
る
は
ず
だ
が
。

答�

市
長　

都
市
計
画
税
に
つ
い
て
は
、

非
常
に
厳
し
い
議
論
だ
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
今
一
気
に
解
決
し
よ

う
と
す
る
と
財
政
が
硬
直
化
す
る

心
配
が
あ
り
ま
す
。
基
金
化
し
て

い
く
方
法
を
考
え
て
い
ま
す
。

市
長２

億
７
１
２
万
円
の

�

結
果
が
出
ま
し
た

戸
上　

健

自
主
財
源
の
創
出
は

経済産業省ホームページより

　

審
査
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

（
認
定
第
１
号　

平
成
27
年
度
鳥
羽

市
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
認
定
）

　

第
５
次
総
合
計
画
で
掲
げ
た
目
標

の
実
現
に
向
け
、
市
長
が
重
点
的
に

取
り
組
み
を
進
め
た
子
育
て
支
援
や

防
災
対
策
、
産
業
振
興
な
ど
各
種
事

業
の
結
果
や
国
が
進
め
る
「
ま
ち
・

ひ
と・し
ご
と
創
生
」に
取
組
む
た
め
、

「
地
域
活
性
化
・
地
域
住
民
生
活
等
緊

急
支
援
交
付
金
」
を
活
用
し
た
子
育

て
世
帯
へ
の
支
援
や
消
費
喚
起
を
促

す
た
め
の
商
品
券
を
発
行
し
、
ま
た

漁
業
と
観
光
の
連
携
な
ど
地
域
振
興

を
行
う
な
ど
積
極
的
に
事
業
に
取
り

組
ん
だ
内
容
で
あ
っ
た
。

　

財
政
状
況
の
分
析
に
お
け
る
重
要

な
指
標
と
し
て
、
経
常
収
支
比
率
、

実
質
公
債
費
比
率
お
よ
び
将
来
負
担

比
率
が
あ
る
が
、
平
成
27
年
度
の
各

予算決算
委員会



4わたしの議会。

数
値
は
前
年
度
と
比
較
し
て
改
善
し

て
お
り
、
財
政
運
営
に
つ
い
て
は
健

全
な
運
営
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

　

一
般
会
計
の
歳
入
に
つ
い
て
は
、

前
年
度
と
比
較
す
る
と
、
４
億
７
０ 

９
２
万
２
０
０
０
円
の
減
少
と
な
っ

た
。
こ
の
要
因
と
し
て
、
地
方
消
費

税
交
付
金
や
地
方
交
付
税
は
増
加
し

た
も
の
の
、
国
庫
支
出
金
や
繰
入
金
、

繰
越
金
が
減
少
し
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。
歳
入
に
お
け
る
自
主
財

源
の
う
ち
、
市
税
や
使
用
料
及
び
手

数
料
な
ど
の
減
少
し
た
要
因
に
つ
い

て
質
疑
が
あ
り
、
今
後
の
更
な
る
自

主
財
源
の
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み

を
求
め
る
意
見
が
あ
っ
た
。

　

同
様
に
一
般
会
計
の
歳
出
に
つ

い
て
は
、
前
年
度
と
比
較
す
る
と
、

５
億
４
６
６
６
万
８
０
０
０
円
の
減

少
と
な
っ
た
。
こ
の
主
な
要
因
は
、

安
楽
島
保
育
所
建
設
、
佐
田
浜
農
水

産
物
直
売
所
建
設
、
漁
業
経
営
構
造

改
善
事
業
な
ど
の
完
了
に
よ
る
普
通

建
設
事
業
費
の
減
少
や
特
別
会
計
へ

の
繰
出
金
が
減
少
し
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。

　

審
査
の
過
程
で
、
委
員
か
ら
予
算

執
行
や
説
明
資
料
の
記
載
事
項
な
ど

何
点
か
指
摘
も
あ
っ
た
が
、
総
括
的

に
見
れ
ば
、
概
ね
良
好
で
あ
っ
た
と

考
え
る
。

　

ま
た
、
組
織
体
制
と
い
う
面
か
ら

一
部
の
所
管
課
に
お
い
て
人
員
不
足

と
い
っ
た
指
摘
も
あ
り
、
今
後
は
職

員
の
健
康
管
理
に
も
十
分
配
慮
し
、

業
務
が
遂
行
で
き
る
体
制
を
確
保
し

て
欲
し
い
と
の
意
見
も
あ
っ
た
。

常任委員会報告

（
議
案
第
21
号　

平
成
28
年
度
鳥
羽

市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
））

補
正
予
算
の
主
な
も
の
は
―

●	

地
震
対
策
推
進
事
業

�

89
万
円

●	�

地
域
介
護
・
福
祉
空
間
整
備

等
事
業

�

２
４
５
万
円

●	
�

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
戦
略
事
業

�

９
２
１
万
円

●	
�

子
ど
も
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・

グ
ロ
ー
イ
ン
グ
事
業

�

12
万
円

　

歳
出
に
お
い
て
６
款
観
光
商
工
費

の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
戦
略
事
業
に
つ

い
て
、
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
機
器
の
整
備
後

の
効
果
や
管
理
運
営
経
費
に
つ
い
て
、

効
率
的
な
運
営
を
求
め
る
意
見
が
出

さ
れ
た
ほ
か
、
保
育
所
や
小
中
学
校

の
施
設
等
の
修
繕
や
工
事
に
つ
い
て

緊
急
か
つ
重
大
な
も
の
に
つ
い
て
は
、

早
急
な
対
応
を
求
め
る
意
見
も
あ
っ

た
。

教
育
長
の
任
命
に
同
意

　

齋さ
い
と
う藤　

　

陽よ
う
じ二　

氏
（
再
任
）

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
同
意

　

亀か
め
が
わ川　
　

聖し
ょ
う
こ子　

氏
（
再
任
）

公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
同
意

　

小こ
た
け竹　
　

覚さ
と
る　

氏
人　

事

平成27年度決算議案を起立採決にて認定

観光・防災Wi-Fi ステーション整備事業
整備箇所全体図



5 わたしの議会。

平成28年９月６日～ 10月４日会議　議員別表決結果 ○：賛成　×：反対
－：欠席もしくは棄権

議
案
番
号

議
案
名

議
決
日

審
議
結
果

片
岡
直
博

河
村　

孝

山
本
哲
也

木
下
順
一

井
村
行
夫

中
世
古
泉

戸
上　

健

浜
口
一
利

坂
倉
広
子

世
古
安
秀

橋
本
真
一
郎

尾
﨑　

幹

坂
倉
紀
男

野
村
保
夫

21 平成28年度鳥羽市一般会計補正予算（第2号）

10月4日

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
に
つ
き
表
決
な
し

○ ○ ○ ○ ○ ○

22 伊勢地域農業共済事務組合の解散に関する協議
について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

23 伊勢地域農業共済事務組合の解散に伴う財産処
分に関する協議について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

24 伊勢地域農業共済事務組合規約の変更に関する
協議について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

25 平成27年度鳥羽市水道事業会計未処分利益剰余金
の処分について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

26 教育長の任命について

9月15日

同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

27 教育委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

28 公平委員会委員の選任について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定…
1

平成27年度鳥羽市一般会計及び各特別会計歳入
歳出決算認定について

10月4日

認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定…
2

平成27年度鳥羽市水道事業会計決算認定につい
て 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請願…
1

義務教育費国庫負担制度の存続と更なる充実を
求める請願 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請願…
2

教職員定数改善計画の策定・実施と教育予算拡
充を求める請願 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請願…
3

子どもの貧困対策の推進と就学・修学支援に関
わる制度の拡充を求める請願 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請願…
4 防災対策の充実を求める請願 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議…
2

議会報告会並びに意見交換会への議員の派遣に
ついて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議…
3

サンタバーバラ市親善使節団訪問事業への議員
の派遣について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議…
4

義務教育費国庫負担制度の存続と更なる充実を
求める意見書の提出について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議…
5

教職員定数改善計画の策定・実施と教育予算拡
充を求める意見書の提出について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議…
6

子どもの貧困対策の推進と就学・修学支援に関
わる制度の拡充を求める意見書の提出について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議…
7 防災対策の充実を求める意見書の提出について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○



6わたしの議会。

９月12日～13日に７人の議員が一般質問を行いました。
質問と答弁の概要をお知らせします。

一般質問
これが問いたい ● ここが聞きたい

※一般質問、議案質疑の原稿は議員本人の文責です。

平成28年９月６日～ 10月４日会議　議員別表決結果 ○：賛成　×：反対
－：欠席もしくは棄権

議
案
番
号

議
案
名

議
決
日

審
議
結
果

片
岡
直
博

河
村　

孝

山
本
哲
也

木
下
順
一

井
村
行
夫

中
世
古
泉

戸
上　

健

浜
口
一
利

坂
倉
広
子

世
古
安
秀

橋
本
真
一
郎

尾
﨑　

幹

坂
倉
紀
男

野
村
保
夫

報告…
3

平成27年度鳥羽市健全化判断比率の報告につい
て

報
告
に
つ
き
採
決
な
し

報告…
4

平成27年度鳥羽市定期航路事業特別会計資金不
足比率の報告について

報告…
5

平成27年度鳥羽市特定環境保全公共下水道事業
特別会計資金不足比率の報告について

報告…
6

平成27年度鳥羽市水道事業会計資金不足比率の
報告について

報告…
7

一般財団法人鳥羽市開発公社及び公益財団法人
鳥羽市武道振興会の経営状況の報告について

報告…
8

専決処分した事件の報告について（自動車破損事
故に伴う和解及び損害賠償の額を定めることに
ついて）

日程 議員氏名 項目

９月12日（月）

戸上　健
菅島採石問題について
介護予防・日常生活支援総合事業について
移住定住施策の補強・拡充について

坂倉紀男
学校統合の具体的なビジョンについて
東日本大震災時における遠野市の役割に習う

世古安秀
鳥羽市を活性化するための県立鳥羽高校との連携について
鳥羽市独自の給付型奨学金の創設について
小中学生の遠距離通学費の補助について

河村　孝 漁業者の後継者不足解消及び所得向上について

9月13日（火）

片岡直博 予想される大震災に対する備えについて

木下順一
災害用備蓄品(食料・水等)について
災害発生前後に対応する計画策定について

野村保夫 木田市長の総括と来期の進退について
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戸上　健

問	�

平
成
26
年
７
月
１
日
に
締
結
し
た
売
買

契
約
書
第
５
条
第
２
項
の
規
定
と
は
。

答	�

総
務
課
長　
「
乙
（
鶴
田
石
材
株
式
会
社
）

は
契
約
期
間
満
了
時
に
は
、
す
べ
て
の
緑

化
を
完
成
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。」
と
あ

り
ま
す
。

問	�

契
約
期
間
は
。

答	�

総
務
課
長　
「
締
結
日
か
ら
平
成
34
年
３

月
31
日
ま
で
と
す
る
。」と
な
っ
て
い
ま
す
。

問	�

売
買
契
約
書
第
２
条
は
何
と
定
め
て
い

ま
す
か
。

答	�

総
務
課
長　
「
乙
は
（
中
略
）
事
前
に
採

取
計
画
を
作
成
し
、
甲
（
鳥
羽
市
）
の

承
認
を
得
た
う
え
、
そ
の
工
程
表
を
遵
守

し
、
採
取
す
る
も
の
と
す
る
。」
と
あ
り

ま
す
。

問	�

工
程
表
か
ら
ど
れ
だ
け
遅
れ
て
い
ま
す
か
。

答	�

総
務
課
長　

１
年
遅
れ
で
す
。

問	�

緑
化
に
つ
い
て
工
程
表
通
り
遂
行
さ
せ

ら
れ
ま
す
か
。

答	�

副
市
長

	
�

最
大
限
の
努

力
を
す
る
よ

う
指
導
し
ま

す
。

問	�

要
支
援
１
と
２
は
介
護
保
険
給
付
か
ら

外
し
、
地
域
支
援
事
業
に
移
行
し
ま
す
。

サ 

ー
ビ
ス
低
下
の
心
配
は
。

答	�

健
康
福
祉
課
長　

こ
れ
ま
で
の
介
護
予

防
給
付
と
同
様
の
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
し
、

サ
ー
ビ
ス
の
幅
が
広
が
り
ま
す
。

問	�

要
介
護
１
と
２
が
原
則
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
排
除
と
な
り
ま
す
が
、
介
護
難

民
問
題
は
招
き
ま
せ
ん
か
。

答	�

健
康
福
祉
課
長　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
、

在
宅
で
安
心
し
て
生
活
を
送
れ
る
仕
組

み
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
在
宅

で
介
護
が
で
き
る
よ
う
な
環
境
を
整
え

て
い
き
た
い
。

市
長契

約
を
守
ら
せ
た
い

菅
島
採
石
緑
化
完
了
を

守
ら
せ
る
か

スカイラインから見た
驚きの鳥羽光景

坂倉　紀男

教
育
長

よ
り
よ
い
教
育
環
境
を

�

整
備
す
る

学
校
統
合
の

具
体
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
は

問	�

通
学
条
件
を
念
頭
に
入
れ
た
学
校
の
適

正
配
置
、
校
区
解
消
も
含
め
た
上
で
の

柔
軟
な
取
り
組
み
の
考
え
は
。

答	�

教
委
総
務
課
長　

義
務
教
育
諸
学
校
施

設
費
国
庫
負
担
法
施
行
令
に
は
、
適
正

な
学
校
規
模
の
条
件
と
し
て
、
公
立
学
校

の
通
学
距
離
は
、
小
学
校
で
お
お
む
ね
４

キ
ロ
以
内
、
中
学
校
で
は
６
キ
ロ
以
内
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
本
市
が
統
合
を

行
っ
て
い
く
に
は
、
現
在
の
学
区
を
解
消

し
た
も
の
と
な
り
ま
す
。

問	�

学
校
統
合
の
具
体
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い

て
聞
き
ま
す
。

答	�

教
育
長　

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
よ
り

よ
い
教
育
環
境
を
整
備
す
る
と
い
う
こ

と
で
、
小
中
学
校
統
合
計
画
を
ビ
ジ
ョ
ン

と
し
て
進
め
た
い
。

問	�

サ
ン
ア
リ
ー
ナ
高
台
に
県
広
域
防
災
拠
点

が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
避
難
所
へ
の

救
援
物
資
の
方
面
別
仕
分
け
を
ど
う
し
て

い
き
ま
す
か
。

答	�

総
務
課
防
災
危
機
管
理
担
当
副
参
事　

県
が
物
資
支
援
活
動
方
針
の
１
次
案
で
、

災
害
物
流
全
体
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行

う
た
め
の
物
流
専
門
家
の
派
遣
を
要
請

す
る
案
が
あ
り
、
本
市
も
県
と
内
容
を

確
認
し
な
が
ら
、
地
域
防
災
計
画
に
反

映
し
て
い
き
た
い
。

問	�

救
援
物
資
搬
入
は
、
量
的
な
輸
送
方
法
に

頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
場
合
、
ヘ
リ
を
飛
ば

す
こ
と
も
考
え
て
い
ま
す
か
。

答	�

総
務
課
防
災
危
機
管
理
担
当
副
参
事　

発
災
当
初
、
離
島
、
本
土
等
含
め
て
ヘ

リ
に
よ
る
物
資
輸
送
が
主
要
な
手
段
に

な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

サンアリーナ高台に整備されて
いる三重県広域防災拠点

健
康
福
祉
課
長　

維
持
し
ま
す

地
域
支
援
事
業
後
退
の

心
配
は
な
い
か

総
務
課
防
災
危
機
管
理
担
当
副
参
事

ヘ
リ
に
よ
る
物
資
輸
送
が
主
要
な
手
段

救
援
物
資
の
搬
入
は
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世古　安秀

問	�

県
立
鳥
羽
高
校
の
存
続
が
危
惧
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
鳥
羽
の
活
性
化
に
存
続
は
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
連
携
を
ど
の
よ
う
に
図
っ

て
き
ま
し
た
か
。

答	�

観
光
課
長　

平
成
27
年
度
に
は
課
外
ク

ラ
ブ
活
動
「
と
ば
っ
こ
く
ら
ぶ
」
へ
の
支

援
を
行
い
、観
光
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト（
観

光
甲
子
園
）
に
出
場
し
、
見
事
、
優
秀

作
品
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

問	�

伊
勢
志
摩
地
域
高
等
学
校
活
性
化
推
進

協
議
会
に
教
育
長
も
参
加
さ
れ
て
ど
の

よ
う
な
意
見
を
述
べ
て
い
ま
す
か
。

答	�

教
育
長　

市
内
唯
一
の
県
立
高
校
で
伊

勢
志
摩
地
域
唯
一
の
総
合
学
科
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
存
続
し
て
欲
し
い
と
議
論
に
参

加
し
ま
し
た
。

問	�

市
長
の
考
え
を
聞
き
ま
す
。

答	�

市
長　

鳥
羽
高
校
が
活
性
化
し
て
ほ
し

い
と
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。
協
力
の
要
請

や
話
し
合
い
は
い
つ
で
も
受
け
、
力
一
杯

や
り
た
い
。
知
事
や
県
教
育
長
に
も
話

を
し
て
い

き
た
い
と

思
い
ま
す
。

問	�

小
中
学
生
の
遠
距
離
通
学
費
の
補
助
対

象
と
な
っ
て
い
る
人
数
と
費
用
は
。

答	�

教
委
総
務
課
長　

小
学
校
児
童
１
５
３

人
、
中
学
校
生
徒
34
人
、
合
計
１
８
７

人
で
、
４
７
９
万
８
０
０
０
円
で
す
。

問	�

平
成
27
年
度
分
で
要
望
に
対
し
て
約

80
％
が
交
付
税
措
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
通

学
す
る
距
離
に
よ
り
50
％
、
85
％
補
助

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
１
０
０
％
完
全
補

助
で
き
る
の
で
は
な
い
で
す
か
。

答	�

市
長　

１
０
０
％
で
来
年
度
か
ら
や
っ
て

い
き
た
い
。

市
長要

請
が
あ
れ
ば

力
い
っ
ぱ
い
や
り
た
い

鳥
羽
高
校
は
市
活
性
化
に

不
可
欠
で
は

鳥羽ＪＣ主催により高校生
「とばカフェ」も行われました

アワビ黒・赤別の漁獲量・単価 河村　孝

農
水
商
工
課
長

６
年
間
で

２
２
１
人
の
減
少
で
す

漁
業
従
事
者
の
推
移
は

問	�

漁
業
従
事
者
の
推
移
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

答	�

農
水
商
工
課
長　

鳥
羽
磯
部
漁
業
協
同

組
合
の
組
合
員
数
の
推
移
を
見
て
み
ま

す
と
、
平
成
21
年
度
に
９
８
５
人
い
た
正

組
合
員
数
が
、
平
成
26
年
度
に
は
７
６
４

人
と
な
り
、
６
年
間
で
２
２
１
人
の
減
少

と
な
っ
て
い
ま
す
。
理
由
と
し
て
考
え
ら

れ
る
の
は
、
魚
価
の
低
迷
、
漁
獲
量
の
減

少
を
起
因
と
し
て
漁
業
者
の
所
得
に
も

大
き
な
影
響
を
与
え
て
お
り
、
漁
業
の

後
継
ぎ
を
担
う
べ
き
若
者
の
流
出
が
加

速
し
て
き
た
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

問	�

水
産
資
源
の
増
殖
、
人
材
育
成
や
後
継
者

不
足
解
消
、
儲
か
る
漁
業
の
構
築
と
い
う

観
点
か
ら
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
を

活
用
し
た
事
業
の
拡
充
に
つ
い
て
市
長
の

見
解
は
。

答	�
市
長　

放
流
し
て
い
る
メ
ガ
イ
ア
ワ
ビ

よ
り
も
ク
ロ
ア
ワ
ビ
の
ほ
う
が
増
え
て
い

る
の
が
不
思
議
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
あ

た
り
は
提
案
を
い
た
だ
い
た
稚
貝
を
大

き
く
す
る
と
い
う
こ
と
も
含
め
て
、
も
う

少
し
研
究
が
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
漁
業
者
の
所
得
を
向

上
さ
せ
る
た
め
の
総
合
的
な
漁
業
プ
ラ

ン
ナ
ー
に
つ
い
て
は
今
、
鳥
羽
が
ス
タ
ー

ト
を
し
ま
し
た
地
域
お
こ
し
協
力
隊
で

取
り
組
ん
で
い
く
の
は
非
常
に
い
い
こ
と

で
は
な
い
か
と
同
調
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

市
長

来
年
度
か
ら
１
０
０
％
補
助
に
し
ま
す

遠
距
離
通
学
費
の
完
全
補
助
は
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木下　順一

片岡　直博

問	�

賞
味
期
限
を
迎
え
た
食
料
備
蓄
品
は
ど

う
し
ま
す
か
。

答	�

総
務
課
防
災
危
機
管
理
担
当
副
参
事　

期
限
切
れ
が
近
く
な
っ
た
備
蓄
品
は
防

災
訓
練
な
ど
に
活
用
し
、
期
限
切
れ
の

備
蓄
品
は
、
そ
の
役
割
、
備
蓄
期
限
を

終
了
し
た
と
い
う
こ
と
で
廃
棄
処
分
し

ま
す
。

問	�

防
災
訓
練
ご
と
に
備
蓄
品
を
配
布
す
る

の
か
、
し
な
い
の
か
不
明
で
、
統
一
し
た

基
準
が
必
要
で
は
な
い
で
す
か
。

答	�

総
務
課
防
災
危
機
管
理
担
当
副
参
事　

基
準
的
な
考
え
が
な
い
の
で
、
備
蓄
品
の

保
管
に
つ
い
て
考
え
方
を
明
確
に
し
、
備

蓄
品
の
配
布
基
準
も
含
め
て
検
討
し
て

い
き
た
い
。

問	�
期
限
切
れ
近
く
の
非
常
食
の
有
効
活
用

と
し
て
実
食
す
る
機
会
を
防
災
教
育
に

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
取
り
入
れ
て
は
。

答	�

教
委
総
務
課
長　

児
童
生
徒
に
保
存
食

を
試
食
し
て
も
ら
い
、
防
災
意
識
の
向

問	�

今
後
30
年
間
に
60
％
か
ら
70
％
の
確
率

で
起
き
る
で
あ
ろ
う
大
震
災
に
対
す
る
、

水
に
対
す
る
備
え
は
。

答	�

水
道
課
課
長
補
佐　

基
幹
管
路
の
耐
震

化
に
重
点
を
置
き
、
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
の
見

直
し
を
行
い
、
老
朽
管
を
耐
震
管
に
更

新
し
、
地
震
に
強
い
水
道
を
目
指
し
た
い
。

問	�

個
人
の
井
戸
水
の
使
用
に
つ
い
て
、
災
害

時
の
水
源
と
し
て
利
用
す
べ
き
で
は
。

答	�

総
務
課
防
災
危
機
管
理
担
当
副
参
事　

生
活
用
水
確
保
の
井
戸
登
録
を
実
施
し

て
い
る
自
治
体
も
多
く
、
実
施
を
検
討

し
た
い
。

問	�

市
道
岩
倉
安
楽
島
線
を
生
活
道
路
と
緊

急
時
の
輸
送
道
路
と
し
て
改
良
す
べ
き

で
は
。

答	�

建
設
課
長　

今
後
、
市
道
岩
倉
安
楽
島

線
の
道
路
改
良
を
実
施
計
画
に
盛
り
込

み
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業
に

新
規
要
望
し
て
い
き
た
い
。

問	�

大
明
西
町
、
大
明
東
町
の
護
岸
は
老
朽

上
と
家
庭
で
の
取
り
組
み
に
繋
げ
て
い

け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

問	�

出
来
る
だ
け
廃
棄
し
な
い
方
法
を
考
え

る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
フ
ー
ド
バ

ン
ク
※
で
備
蓄
品
を
有
効
活
用
す
る
考
え

は
。

答	�

総
務
課
防
災
危
機
管
理
担
当
副
参
事　

…

備
蓄
品
の
有
効
活
用
と
い
う
観
点
か
ら

フ
ー
ド
バ
ン
ク
へ
の
提
供
も
選
択
肢
と
し

て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

  　

�

市
長　

フ
ー
ド
バ
ン
ク
を
活
用
し
て
備
蓄

品
の
期
限
切
れ
間
近
の
物
を
生
活
困
窮
者

に
提
供
す
る
こ
と
は
、
大
変
い
い
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
し
っ
か
り
検
討
し
て
活
用

す
る
様
職
員
に
言
っ
て
い
き
た
い
。

※�

フ
ー
ド
バ
ン
ク
と

は
…
食
品
企
業

の
製
造
工
程
で
発

生
す
る
規
格
外

品
な
ど
を
引
き
取

り
、
福
祉
施
設
等

へ
無
料
で
提
供
す

る
「
フ
ー
ド
バ
ン

ク
」
と
呼
ば
れ
る

団
体
・
活
動
を
指

す
。（
農
林
水
産

省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

よ
り
抜
粋
）

化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
護
岸
管
理
者
で
あ

る
県
に
強
く
要
望
す
べ
き
で
は
。

答	�

建
設
課
長　

緊
急
性
の
あ
る
老
朽
化
し

た
護
岸
等
に
つ
い
て
県
に
強
く
働
き
か

け
た
い
。

問	�
水
対
策
・
道
路
対
策
・
護
岸
対
策
に
つ

い
て
市
長
の
所
見
を
聞
き
ま
す
。

答	�

市
長　

イ
ン
フ
ラ
整
備
を
す
る
こ
と
で

災
害
に
強
く
な
り
ま
す
し
、
市
民
生
活

に
も
利
便
性
が
向
上
す
る
と
考
え
ま
す

と
、
国
県
に
も
っ
と
強
く
要
望
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
い
ざ
と
い
う

時
の
役
に
立
つ
、
準
備
を
す
る
努
力
を
し

て
い
き
た
い
。

総
務
課
防
災
危
機
管
理
担
当
副
参
事

フ
ー
ド
バ
ン
ク
へ
の

提
供
も
検
討
す
る

市
長努

力
を
し
て
い
き
た
い

期
限
切
れ
前
備
蓄
品
の

有
効
活
用
は

災
害
時
の

水
・
道
路
・
護
岸
対
策
は

安楽島橋下流の護岸

セカンドハーベストジャパンホームページより
https://www.2hj.org
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野村　保夫

問	�

平
成
17
年
に
初
当
選
し
て
か
ら
12
年
間

ど
の
様
な
気
持
ち
で
市
政
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
か
。

答	�

市
長　

一
期
目
は
、
選
挙
公
約
は
必
ず

守
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
失
敗
は
許
さ

れ
な
い
と
の
思
い
で
、
緊
張
感
を
持
っ
て

市
政
運
営
に
当
た
っ
て
き
ま
し
た
。
二
期

目
は
、
あ
る
程
度
自
信
と
面
白
さ
が
出

て
き
て
、
学
校
の
耐
震
化
や
弘
道
小
学

校
、
加
茂
小
学
校
等
の
建
設
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
三
期
目
は
、
余
裕
が
出
て
き

ま
し
て
、
相
差
保
育
所
、
安
楽
島
保
育

所
や
神
島
小
中
学
校
の
高
台
移
転
、
Ｊ

Ａ
、
Ｊ
Ｆ
が
連
携
し
た
鳥
羽
マ
ル
シ
ェ
を

建
設
し
ま
し
た
。

問	�

鳥
羽
城
建
設
に
つ
い
て
は
ど
の
様
に
考

え
て
い
ま
す
か
。

答	�

市
長　

鳥
羽
城
が
欲
し
い
と
は
思
い
ま

す
が
、
長
丁
場
で
考
え
な
く
て
は
と
思
い

ま
す
。

問	�

松
尾
第
二
期
工
業
団
地
を
宅
地
化
に
す

る
考
え
は
ど
う
で
す
か
。

答	�

市
長　

民
業
の
圧
迫
等
の
問
題
も
あ
り
、

全
面
的
に
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

問	�

木
田
市
政
を
採
点
す
る
と
私
は
70
点
以

上
か
と
思
い
ま
す
が
、
市
長
は
ど
う
感
じ

て
い
ま
す
か
。

答	�
市
長　

野
村
議
員
と
同
じ
と
言
わ
せ
て

頂
き
ま
す
。

問	�

来
年
４
月
に
四
回
目
の
選
挙
が
あ
り
ま

す
が
、
市
長
は
ど
の
様
に
考
え
て
い
ま
す

か
。

答	�

市
長　

12
月
議
会
で
は
っ
き
り
さ
せ
よ

う
と
考
え
て
お
り
、
思
案
中
と
理
解
し
て

頂
き
た
い
。

市
長12

月
議
会
で

�

は
っ
き
り
さ
せ
た
い

来
年
４
月
の

市
長
選
挙
へ
の
気
持
ち
は

既に今年度一般会計予算に計上済
（単位：千円）

常任委員会では、次のとおり行政視察を行いました。

文教産業常任委員会
　視察日　８月４日・５日
　視察先　�静岡県富士宮市…

（富士宮市富士山景観等と再生可能エネルギー発電設備設置事業との調和に関する条例について）…

環境省環境影響評価課…
（太陽光発電事業の環境保全対策に関する自治体の取組事例集について）…

環境省国立公園課…
（国立・国定公園内における大規模太陽光発電設備のあり方に関する基本的考え方について及び
自然公園法施行規則の一部を改正する省令について）

▶ 委員会行政視察

市議会では、「市議会議員」としての年賀状を自粛することを申し合わせておりますので、市民の
皆様のご理解をお願いいたします。

年賀状の自粛申し合わせについて

富士宮市 環境省
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▶	実施期間
	� 毎年６月１日～翌年４月30日
	 （土、日、祝日、夜間の開催も可。）

▶	派遣時間
	 約１時間 30分程度。

▶	申込受付
	� 原則、実施希望日の３週間前までに議会
事務局へ申し込んでください。

▶	対象
	 �市内在住、在勤、在学の５人以上のグループ
が市内で実施する集会へ議員を派遣します。

	 （対象となるグループの例）
　�市民団体…�町内会自治会、婦人会、老人会、

ＰＴＡ、消防団、ボランティア
団体、子育てサークル、ＮＰＯ、
学生　等

　�事業所等…�商工会議所、観光協会、医師会、
福祉事業所、漁業組合、農業組合、
森林組合、その他事業所　等

▶	経費
	� 無料。ただし、公共施設以外での開催経費
は申込者でご負担頂きます。

▶	申込方法
	� 申込用紙（市議会ホームページからダウン
ロード可）により、電子メール、ファクス、
郵送、持参で申し込んでください。

	� http://www.city.toba.mie.jp/gikai-shomu/
tobamiraitalk.html

▶派遣までの流れ
①	�話し合いたいテーマを一覧表から選択し、議会事務
局へ申し込んでください。

②	�議会事務局で受け付けし、広報広聴委員会で派遣
する議員数を調整します。

③	�当日、担当グループが出向いて、意見交換を行い
ます。なお、これまでのような対面方式（議員と
市民が向かい合う）ではなく、グループディスカッ
ション方式（いくつかのテーブルに分かれ、市民
と議員が一緒に話し合う）を基本とします。

▶注意事項　①公序良俗を阻害する内容や、政治、宗教、営利活動が目的の催しへの派遣は対象外です。
　　　　　　②個人の苦情や陳情要望をお聞きする場ではありません。
　　　　　　③�開催日時等、必ずしもご要望に沿えない場合があります。申込時に議会事務局から調整のご連絡をいたします。

　

市
議
会
で
は
、
平
成
21
年
か

ら
町
内
会
自
治
会
や
各
種
団
体

を
対
象
と
し
た
議
会
報
告
会
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
若
い

方
や
女
性
の
参
加
者
が
少
な
い

こ
と
も
あ
り
、
多
様
な
意
見
を

ど
う
お
聴
き
す
る
か
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
５
月
に
新
た
に
設
置
し

た
広
報
広
聴
委
員
会
で
議
会
報

告
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
協
議

し
ま
し
た
。

　

９
月
に
は
、
マ
マ
友
サ
ー
ク

ル
の
皆
さ
ま
と
、
鳥
羽
市
の

子
育
て
や
移
住
定
住
に
つ
い
て

話
し
合
う
「
Ｔ
Ｏ
Ｂ
Ａ
ミ
ラ
イ

ト
ー
ク
」
を
初
め
て
実
施
し
、

地
域
課
題
を
共
有
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
今
回
、
議
会
報
告
会

を
新
た
に
「
Ｔ
Ｏ
Ｂ
Ａ
ミ
ラ
イ

ト
ー
ク
」
と
し
て
再
始
動
し
、

皆
さ
ま
の
も
と
に
議
員
を
派
遣

し
ま
す
。

「ＴＯＢＡミライトーク」で
課題を共有しませんか

対面方式 グループディスカッション方式

議  

員
市  

民対
面

市 民
議 員

▶テーマ一覧
①	移住定住
②	子育て支援、	 教育
③	産業振興、雇用
④	高齢者、障がい者福祉

⑤	環境、まちづくり
⑥	防災
⑦	�その他（上記以外の
	 テーマで話し合いたいこと）

議員と
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発
行

／
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市

議
会

今、きらりと輝いている鳥羽市出身の人達にスポットを
あてる企画、今回はボートレース選手の吉川貴仁さんです。

きらり輝く人達

専門学校でスポーツ学を専攻。卒業後はスポーツ関係の仕事に就いていたが、
競争倍率約 44 倍の難関を突破し、ボートレース選手養成学校へ入学。今年３
月に卒業、５月にデビューした。８月には初勝利を飾り活躍している。
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吉
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鳥
羽
市
議
会

検
 索

│
鳥
羽
市
初
の
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
選
手
と

な
っ
た
わ
け
で
す
が
、
目
指
そ
う
と
思
っ

た
き
っ
か
け
は
何
で
す
か
。

　

知
人
か
ら
の
紹
介
で
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
を

知
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
調
べ
て
み
る

と
自
分
の
体
格
に
も
合
っ
て
い
る
ス
ポ
ー

ツ
で
、
初
め
て
生
で
レ
ー
ス
を
見
に
行
っ

た
時
に
ス
ピ
ー
ド
感
や
迫
力
が
あ
り
カ
ッ

コ
い
い
な
と
思
っ
た
の
が
最
初
の
印
象
で

し
た
。

│
今
年
の
春
は
少
し
の
間
帰
省
さ
れ
た
そ

う
で
す
が
、
久
し
ぶ
り
の
鳥
羽
は
ど
う
で

し
た
か
。

　

時
間
が
ゆ
っ
く
り
と
し
て
い
る
よ
う
で

落
ち
着
き
ま
す
。
久
し
ぶ
り
に
地
元
に
帰
っ

て
く
る
と
色
ん
な
人
に
声
を
掛
け
て
も

ら
っ
た
り
し
て
、
も
っ
と
頑
張
ろ
う
と
い
う

気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

│
最
後
に
、
鳥
羽
市
民
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

目
の
前
で
見
る
レ
ー
ス
は
エ
ン
ジ
ン
音

や
ス
ピ
ー
ド
、
旋
回
の
時
の
水
し
ぶ
き
な

ど
と
、
す
ご
く
迫
力
が
あ
り
ま
す
。
鳥
羽

か
ら
だ
と
少
し
遠
い
の
で
す
が
、
ぜ
ひ
津

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
場
に
生
で
見
に
来
て
頂
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

編集後記
わたしの議会。（とば市議会だより）第 157号をお届けします。
９月にママ＆キッズサークル in 答志島や島の旅社の皆さんと意見交換をしました。
とにかく、答志のママさん達はパワフル！よく「よそ者、若者、ばか者が地域を変える」と言いますが、そのパワー
がここのママさん達にはあり、すでに活動が始まっています。
これからも離島に住み続ける子育て中の若い方々の思いを少しでも叶えられるように、今回の「ＴＯＢＡミライトーク」
で出された意見を議会で議論し、応援できたらいいなと思いました。
� 記　世古安秀

広報広聴委員会 委員長　　坂倉広子
副委員長　山本哲也
委員　　　片岡直博
委員　　　河村　孝
委員　　　井村行夫
委員　　　浜口一利
委員　　　世古安秀若いママさん達と熱く語り合いました！


